
富士建築センター株式会社 

長期優良住宅建築等計画に係る技術的審査業務料金規程 

 
（趣 旨） 

第１条  この規程は、富士建築センター株式会社（以下「F.B.C」という）長期優良住宅建築等計画に

係る技術的審査業務規程（以下「業務規程」という）に基づき、富士建築センター株式会社（以

下「F.B.C」という）が行う長期優良住宅建築等計画に係る技術的審査業務に係る料金（以下「料

金」という）について、必要な事項を定める。 

 

（料金の区分） 

第２条  業務規程に規定する料金の額は、一戸建ての住宅と共同住宅等の区分により別に定める。 

 

（一戸建ての住宅における料金） 

第３条  一戸建ての住宅の料金の額は、技術的審査の区分に応じ、F.B.C において「通常」の場合と「設

計住宅性能評価と同時審査」の場合に区別し別表に掲げる額とする。 

 

（共同住宅等における料金） 

第４条  共同住宅等における料金の額は、技術的審査の区分に応じ、F.B.C において「通常」の場合と

「設計住宅性能評価と同時審査」の場合に区別し対象となる共同住宅等の住戸数に応じ別表に

掲げる額の合計額とする。 

 

（変更技術的審査の料金） 

第５条  変更技術的審査の料金は、対象となる住宅に係る直前の技術的審査を F.B.C が行っている場

合は、１回の変更につき、前２条に定める料金の２分の１の額とする。 

 

（適合証の再発行料金） 

第６条  適合証を再発行する場合の料金は、１通につき 5,500 円（税込）とする。 

 

（料金の支払い期日） 

第７条  申請者から徴収する料金の支払期日は、請求書発行日から 10日以内とする。ただし、申請者

と別途協議により合意した場合には、他の期日を取り決めることが出来る。 

 

（料金の支払方法） 

第８条  申請者は料金を前条の支払期日までに F.B.C の指定する銀行口座に振込又は現金にて支払う

ものとする。 

 

（料金の返還） 

第９条  収納した手数料は、返還しない。ただし、当機関の責に帰すべき事由により適合証明業務が

実施できなかった場合には、この限りでない。 

 

（料金の見直しと改定） 

第１０条   F.B.C は状況により、この規定に定める料金の見直しを行い適宜改定することができる。 

 

（附則）  

この規程は、令和元年 10月 1 日より施行する。 

制定：平成21年 6月 4日 

  改訂：平成28年10月 5日 

最終改訂：令和 元年10月 1日 



 

別 表 

 

 

 

■一戸建ての住宅  

 手数料（消費税込み） 

通常 設計住宅性能評価と同時審査 

 長期使用構造とするための措置に関する技術的審査  51,700 円 5,500 円 

 居 住 環 境 に関 する基 準 を除 く技 術 的 審 査   53,900 円 7,700 円 

 す べ て の 基 準 に 関 す る 技 術 的 審 査   59,400 円 8,800 円 

■共同住宅等  

 
手数料（消費税込み） 

通常 設計住宅性能評価と同時審査 

 長期使用構造とするための措置に関する技術的審査  110,000 円＋16,500 円×ｎ 88,000 円＋2,200 円×ｎ 

 居 住 環 境 に関 する基 準 を除 く技 術 的 審 査   121,000 円＋16,500 円×ｎ 99,000 円＋2,200 円×ｎ 

 す べ て の 基 準 に 関 す る 技 術 的 審 査   126,500 円＋16,500 円×ｎ 104,500 円＋2,200 円×ｎ 

  ｎ：住戸数 


